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政
教
分
離
と
宗
教
教
育

杉

原

誠

四

郎

(

城

西

大

学

)

tま

に

じ

め

昭
和
五
七
年
秋
の
第
五
回
宗
教
法
学
会
の
研
究
発
表
で
(
「
津
地
鎮
祭
最
高
裁
判
決
に
み
る
宗
教
の
意
味
」
)
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
た
。

ω法
的
に
宗
教
を
定
義
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ωし
か
し
そ
の
こ
と
は
法
学
者
が
宗
教
に
関
し
て
無
知
で
あ
っ
て
よ
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
定
義
し
え
ず
し
て
宗
教
を
扱
う
ゆ
え
に
宗
教
に
対
す
る
深
い
洞
察
と
理
解
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

ω日

本
国
憲
法
の
信
教
の
自
由
は
、
消
極
的
な
信
仰
の
自
由
で
は
な
く
、
積
極
的
な
信
仰
の
自
由
の
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

面
き

び
し
い
政
教
分
離
の
規
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
友
好
的
分
離
と
し
て
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
こ
と
を
も
と
に
、

本
論
で
は
、
こ
の
政
教
分
離
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
論
は
昭
和
五
九
年
六
月
二
三
日
の
研
究
発
表
を
も
と
に
、
発
表
の
際
、
多
数
の
会
員
の
方
か
ら
提
示
さ
れ
た
教
示
を
付
加

し
て
ま
と
め
な
お
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
教
示
を
寄
せ
ら
れ
た
会
員
諸
兄
に
お
礼
を
述
べ
た
い
。



に
お
け

近
代
公
教
育
に
か
か
わ
る
一
つ
の
原
則
と
し
て
、
政
教
分
離
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
政
治
と
教
会
の
分
離
と
い
う
こ
と

で
、
キ
リ
ス
ト
教
に
擦
係
し
た
概
念
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
、
相
沢
久
氏
に
よ
れ
ば
寸
国
家
は
国
民
の
世
仲
治
的
現
在
的
生
活
の
こ
と
だ
け

に
、
自
己
の
要
求
を
隈
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
国
民
の
内
面
的
要
求
の
こ
と
は
、
国
民
の
自
樟
に
委
ね
る
べ
き
だ
と
い
う
原
則
刑
乙
相
沢
久
時
現

代
国
家
に
お
け
る
宗
教
と
政
治
』
駒
郡
草
書
房
、
昭
和
四
一
年
)
の
こ
と
で
あ
り
、
要
す
る
に
、
政
治
と
宗
教
の
分
離
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
公
教
育
の
ほ
と
ん
ど
は
、

そ
の
連
営
主
体
が
、
国
家
権
力
で
あ
る
た
め
〈
地
方
公
共
間
体
の
場
合
も
含
め
て
て

を
抜
き
と
っ
た
教
育
を
ほ
ど
こ
さ
ざ
る
会
え
な
い
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
欧
米
に
お
い
て
は
、
政
教
分
離
と
い

お
き
リ
ス
ト
教
文
化
闘
で
生
成
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
政
教

分
離
が
明
雄

、
そ
の
反
閣
の
マ
イ
ナ
ス
に
対
す
る
補
充
な
り
工
夫
な
り
、
自
覚
が
結
当
に
蟻
箸
で
あ
る
。

て
い
る

も
ち
ろ
ん
、

そ
の
補
充
な
り

り
が
有
効
か
つ
適
切
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。

こ
の
政
教
分
離
と
か
か
わ
っ
て
、

E
本
の
場
合
、
私
立
学
校
に
あ
っ
て
も
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
を
長
く
禁
止
し
て
き
た
の
で

政教分媛と宗教教育

品
る
が
、
欧
米
の
場
合
、
お
私
立
学
校
で
こ
の
よ
う
な
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
膏
を
禁
止
し
た
歴
史
は
原
闘
と
し
て
な
く
、
公
教
育
に

お
け
る
私
立
学
校
の
位
置
づ
け
が
、
産
史
的
に
み
て
日
本
の
場
合
と
ち
が
っ
て
い
た
。
自
本
の
場
合
、
こ
の
欧
米
の
旗
開
が
は
っ
き
り

と
韻
霊
的
に
確
立
し
た
の
は
、
今
次
大
戦
襲
五
日
m
と
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

自
本
の
場
合
、
明
治
以
障
の
公
教
育
の
撲
史
の
中
で
、
こ
の
点
だ
け
を
お
お
ざ
っ
ぱ
に
縫
っ
て
み
る
な

」
ろ
を
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除
け
ば
(
明
治
六
年

を
噌
ナ
制
制
に
添
加
し
、
神
滋
と
仏
教
に
つ
い
て
は

港
総
陥
没
に
協
力
し
あ
う
制
度
そ
採
殉
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
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し
か
し
こ
れ
は
同
年
の
う
ち
に
間
も
な
く
全
条
項
を
削
除
し
廃
止
し
た
て
明
治
二
五
年
、
井
上
哲
次
郎
が
『
宗
教
と
教
育
の
衝
突
L

を
著
わ
し
、

宗教法第4号(1986.1) 

キ
リ
ス
ト
教
が
国
家
主
義
と
矛
盾
す
る
と
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

か
く
し
て
、
明
治
三
二
年
八
月
三
日
文
部
省
か
ら
有
名
な
文
部
省
訓
令
一
一
一
号
寸
官
公
立
学
校
等
ニ
齢
ケ
ル
宗
教
上
ノ
教
育
儀
式
施

行
禁
止
ノ
件
」
が
出
た
。
こ
の
訓
令
は
実
質
的
に
は
現
在
無
効
で
あ
る
が
形
式
的
に
は
有
効
と
も
い
え
る
訓
令
で
あ
り
、
非
常
に
短
い

も
の
で
全
文
を
掲
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
般
ノ
教
育
ヲ
シ
テ
宗
教
ノ
外
-
一
特
立
セ
シ
ム
ル
ハ
学
政
上
最
必
要
ト
ス
依
テ
官
公
立
学
校
及
学
科
課
程
ニ
関
シ
法
令
ノ
規
定
ア
ル
学
校
ニ
珍
テ
ハ
課
程
外

タ
リ
ト
モ
宗
教
上
ノ
教
育
ヲ
施
シ
文
ハ
宗
教
上
ノ
儀
式
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
許
サ
サ
ル
へ
シ

こ
れ
は
当
時
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
を
抑
え
る
た
め
、

そ
し
て
近
代
国
家
と
し
て
宗
教
に
対
し
て
中
立
的
な
態
度
を
と
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
仏
教
を
も
含
め
て
、
宗
教
一
切
を
学
校
教
育
か
ら
排
除
す
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
宗
教
を

ま
っ
た
く
介
さ
な
い
で
独
力
で
も
っ
て
教
育
の
諸
々
の
使
命
を
果
た
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
神
道
的
な
も
の
を
別
に
う

ち
た
て
た
わ
け
だ
が
、

し
か
し
、
こ
の
と
き
の
訓
令
は
キ
リ
ス
ト
教
を
警
戒
す
る
こ
と
が
本
意
で
あ
っ
て
、
宗
教
教
育
そ
の
も
の
を
圧

迫
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
必
ず
し
も
厳
密
に
施
行
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
戦
前
の
学
校
教
育
全

体
を
通
し
て
右
の
訓
令
の
一
線
が
常
に
画
し
で
あ
っ
た
こ
と
は
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
帝
国
憲
法
下
、
信
仰
の
自
由
は
保
障
さ
れ
て
い

た
が
、
公
教
育
か
ら
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
を
逐
い
出
す
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
時
代
が
下
っ
て
、
昭
和
七
年
に
文
部
省
は
普
通
学
務
局
よ
り
通
牒
を
出
し
、
先
の
訓
令
一
二
号
に
対
し
て
「
特
定
ノ
教
派

宗
派
教
会
等
ノ
教
義
ヲ
教
へ
又
ハ
儀
式
ヲ
行
フ
ヲ
禁
止
ス
ル
ノ
趣
ニ
シ
テ
通
宗
教
的
情
操
ヲ
陶
冶
ス
ル
コ
ト
ハ
牽
モ
拘
束
ス
ル
所
一
一
無



之
」
と
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
昭
和
一

O
年

一

一

月

八
日
「
明
治
一

年
文
部
省
訓
令
第
十

ハ
当
該
学
校

抗
心
テ
特
定
ノ
教
派
宗
教
等
ノ
教
義
ヲ

教
へ
又
ハ
議
式
ヲ
行
フ

ス
ル
ノ
趣
旨
ニ
有
之
宗
教
的
情
操
ヲ
編
幾
シ
以
テ
人
格
ノ
縄
治
ニ
資
ス
ル
ハ
閤
ヨ

持
/
妨
グ
ル
モ
/

ニ
ア
ラ
ズ
黙
ル

運
用
ニ
関
シ
役
々
其
ノ
適
正
ヲ
欠
今
為
一
一
教
育
上
遺
憾
ノ
点
無
之
ト
セ
ザ
ル
ヲ
以
テ
今
般
此
等
学
校
ニ
胎

ケ
ル
宗
教
的
情
操
ノ
語
養
ニ
関
シ
留
態
ス
ベ
キ
要
項
ヲ
左
ノ

タ
リ
」
と
し
て
、
「
宗
教
的
情
操
ノ

ニ
関
ス
ル

と

題
す
る
文
部
次
官
通
牒
を
発
っ
し

次
の
よ
う
に

て
い
る
。

、
宗
派
的
教
育
ハ
曲
家
庭

が
ウ
ル
宗
教
上
ノ
緩
刑
判

基
キ
テ
自
然
ノ
間
関
ニ
行
ハ
ル
ル
ト
共
ニ
宗
教
関
係
ノ
活
動
ニ
ヨ
ル
教
化

後
ツ
モ
ノ
ニ
シ
テ
学
校

教
育
ハ
一
一
切
ノ
数
派
宗
派
教
会
等
ニ
シ
テ
山
市
立
不
矯
ノ
態
度
ブ
保
持
ス
ベ
ネ
モ
ノ
ト
ス

二
、
学
校
ニ
妙
テ
ハ
家
庭
及
社
会
ニ
が
ケ
ル
祭
派
的
教
育
一
一
対
シ
定
ノ
態
度
ヲ
保
持
ス
ペ
キ
モ
ノ
ト
ス

1 

家
庭
及
社
会
ニ
が
テ
養
成
ぎ
ツ
レ
タ
ル
宗
教
心
ア
損
ブ
コ
ト
ナ
ク
生
徒
ノ
内
心
設
リ
発
現
ス
ル
宗
教
的
欲
求
ニ
留
意
シ
苛
モ
之
泊
ノ
絞
視
シ
又
ハ

傷
結
成
ス
ル
ガ
郊
キ
コ
ト
ナ
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス

2 

正
シ
キ
借
地
mw
ハ
之
押
ノ
尊
重
ス
ル
ト
共
ニ
苛
モ
公
序
良
俗
ヲ
室
口
ウ
ガ
舶
仰
や
漆
一
倍
ハ
之
ヲ
打
破
ス
ル

如
カ
ム
ベ
シ

聖堂書室分揮監と2持教教育

一
一
一
、
学
校
ニ
が
テ
祭
教
的
教
育
ヲ
施
ス
コ
ト
ハ
絶
対
ニ
之
ヲ
許
サ
ザ
ル
モ
人
格
ノ
陶
冶
ニ
資
ス
ル
為
学
校
教
育
ヲ
通
ジ
テ
吻
市
教
的
情
操
ノ
緬
養
司
ノ
図
ル
ハ

極
メ
テ
必
湊
ナ
リ
(
但
シ
学
校
教
育
ハ
閤
ヨ
リ
教
育
勅
盟
関
ア
ホ
心
ト
シ
テ
行
ハ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ガ
数
一
一
之
ト
矛
殿
ス
ル
ガ
郊
キ
内
容
及
方
法
ヅ
以
テ

宗
教
約
機
嫌
一
ブ
滅
養
ス
ル
ガ
如
キ
コ
ト
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
)

祭
教
的
情
操
ノ
}
滋
養
一
一
関
シ
学
校
教
育
上
位
付
ニ
留
惣
ス
ベ
キ
事
項
大
凡
友
ノ
州
知
シ

117 

l 

修
身
、
公
民
科
/
教
授
ニ
診
テ
ハ
一
一
層
宗
教
的
方
蛮
ニ
留
意
ス
ベ
シ
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哲
学
ノ
教
授
ニ
診
テ
ハ
一
層
然
教
ニ
間
関
ス
ル
理
解
ヲ
深
メ
宗
教
的
情
操
ノ
泌
綿
貫

窓
埠
ノ
用
フ
ペ
シ

国
史
ニ
が
テ
ハ
宗
教
ノ
国
民
文
化
ニ
淡
ボ
シ
タ
ル
影
響
、
偉
人
ノ
縄
米
ケ
タ
ル
宗
教
的
感
化
、
崎
神
大
ナ
ル
宗
教
家
ノ
伝
記
録
申
ノ
取
扱
ニ
留
意
ス
ベ
シ

2 3 

2異教法第 4号(1告書6.1) 

4 

災
後
/
教
科
ニ
於
テ
モ
其
/
教
材
ノ
性
質
ニ
応
ジ
適
笈
宗
教
的
方
面
ニ
注
意
ス
ペ
シ

5 

宗
教
ニ
関
ス
ル
適
当
ナ
ル
参
考
図
書
ヲ
融
機
へ
生
徒
ノ
修
養
ニ
資
々
シ
ム
ル
モ
亦
一
方
法
タ
ル
ベ
シ

6 

追
弔
会
、
理
科
祭
、
遠
足
、
旅
行
等
ニ
際
シ
テ
ハ
之
訓
ノ
利
潟
シ
テ
宗
教
約
情
操
ノ
泌
獲
ニ
資
ス
ペ
シ

が
す
高
徳
ナ
ル
宗
教
家
等
ノ
紘
静
養
談
ヲ
怒
カ
シ
ム
ル
そ
亦
一
方
法
タ
ル
ベ
シ

授
業
ニ
草
品
交
然
キ
舶
掛
け
〆
遼
当
ノ
機
会

対
シ
適
当
ナ
ル
綴
線
ヲ
加
へ
寛
容
ノ
態
度
ヲ
保
持
セ
シ
ム

7 s 

校
内
又
ハ
校
外
ニ
努
ケ
ル
品
収
録
及
生
徒
ノ
宗
教
ニ
関
ス
ル
研
究
又
ハ
修
養
ノ
機
関

<< 
y 

9 

以
上
各
項
ノ
実
施
ニ
際
シ
デ
ハ
↓
宗
」
派
ニ
編
セ
ザ
ル
様
特
一
一
注
意
ス
ベ
シ

そ
し
て
戦
後
に
な
っ
て
、

ま
ず
昭
和
二

O
年
九
月

「
新
日
本
建
設
ノ
方
針
」
に
お
い
て

ル
信
仰
心
ヲ
啓
培
シ
」
と
宗
教
教
育
の
援
績
を
宜
し
、

五
日
に
は
文
部
管
制
令
八
号

育
ヲ
施
シ
又
ハ
宗
教
上
ノ
犠
式

コ
ト
ヲ
得
ル
ノ
件
」
を
出
し
て
い
る
令

私
立
学
校
ニ
鮫
テ
ハ
白
今
明
日
約
三
十
一
一
年
文
部
省
訓
令
第
十
二
号
一
一
拘
ラ
ズ
法
令

定
メ
ラ
レ
タ
ル
課
程
ノ
外

施
シ
文
ハ
宗
教
ト
ア
儀
式
ヲ
行
フ
コ
ト
タ
閣
内

一
、
生
後
ノ
一
信
教
ノ
自
由
ヲ
妨
後
ゼ
ザ
ル
方
法
ニ
依
ル
ペ
シ

一
、
特
定
ノ
宗
派
数
派
等
ノ
教
育
ヲ
施
シ
又
ハ
儀
式
ヲ
行
フ
旨
学
刻

明
記
ス
ペ
シ

ノ
宗
教
的
情
操
ヲ
緬
養
シ
敬

一
斡
テ
宗
教
上
ノ
教

必
テ
左
記
条
項
ニ
依
リ
淡
教
上
ノ
教
育
ヲ



お
実
施
ノ
為
生
徒
ノ
心
身
ニ
著
シ
キ
負
担
坤
ノ
線
セ
ザ
ル
様
留
意
ス
ペ
シ

実
は
、
こ
の
刑
制
令
に
よ
っ
て
初
め
て
法
観
的
に
キ
リ
ス
ト
教
を
始
め
、
宗
派
宗
教
が
学
校
教
育
に
臨
接
か
か
わ
る
こ
と
を
認
め
、

そ

の
意
味
で
、
私
立
学
授
は
私
立
学
校
と
し
て
の
本
来
の
意
義
を
も
つ
こ
と
そ
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

d 

昭
和
二
一

憲
法
改
正
草
案
が
発
表
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
現
行
議
法
一
一

O
条
の
需
教

お
よ
び
政
教

分
離
に
盟
関
す
る
規
矩
が
あ
っ
た
。
現
行
議
法
一
一

O
条
を
示
す
と
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

信
教
の
自
由
は
、
何
人
に
対
し
で
も
こ
れ
を
保
儲
揮
す
る
。
い
か
な
る
宗
教
団
体
も
、
密
か
ら
特
櫨
慨
を
受
け
、
又
は
政
治
上
の
権
力
を
行
使
し
て
は
な
ら
な
い
。

部
門
人
も
、
宗
教
上
の
行
為
、
祝
典
、
儀
式
文
は
行
撃
に
参
加
す
る
こ
と
を
強
製
さ
れ
会
勺

滋
及
び
そ
の
機
関
は
、
祭
教
教
育
そ
の
他
い
か
な
る
楽
教
的
活
動
も
し
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
宗
教
教
育
と
の
関
係
で
み
る
と
、
三
項
が
問
題
で
、
こ
の
規
定
は
私
立
学
校
で
は
と
も
か
く
、
公
立
学
校
で
は
い
っ
さ
い
の

宗
教
教
育
を
禁
止
す
る
か
の
ご
と
く
読
み
と
れ
る
条
文
で
あ
っ
た
。
条
文
上
は
、

た
し
か
に
そ
の
よ
う
な
解
釈
も
可
能
な
条
文
で
あ
っ

波数分費量と祭教教育

た
。
そ
の
た
め
、
憲
法
改
正
の
帝
冨
議
会
で
は
問
年
八
四
月
一
五
日
次
の
ご
と
き
「
宗
教
的
情
嫌
教
資
に
寵
す
る
決
議
L

を
行
っ
た
。

永
久
に
戦
争
ゃ
い
放
繁
し
、
国
民
の
安
全
と
金
与
を
あ
げ
て
世
界
の
公
正
と
搬
出
釜
山
九
委
ね
よ
う
と
決
議
し
た
わ
れ
ら
は
、
寸
戦
争
は
罪
懇
で
あ
る
」
と
い
ふ
信
念

を
以
て
、
世
界
恨
久
平
和
運
動
を
展
開
し
殺
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
宗
教
約
自
覚
に
よ
る
四
海
関
娘
、
務
人
愛
、
社
会
奉
仕
の
窓
側
泌
を
普
及
徹
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底
さ
砕
い
る
と
共
に
、
宗
教
的
組
問
機
の
陶
冶
を
尊
重
せ
し
め
、
以
て
道
義
の
昂
揚
と
文
化
の
向
上
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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宗
教
を
明
か
ら
さ
ま
に
政
治
の
手
段
、
教
育
の
手
段
と
し
た
か
の
よ
う
な
決
議
で
あ
る
た
め
〈
寝
袋
、
援
業
漫
宙
を
み
れ
ば
こ
の
決
議
に
は

誌を教法第4号0986.1) 

そ
の
よ
う
な
広
範
な
動
機
が
あ
っ
た
)
、
宗
教
に
と
っ
て
は
い
さ
さ
か
問
題
あ
り
は
し
な
い
か
と
い
え
な
く
は
な
い
が
、
現
行
憲
法
二

O
条
の

規
定
が
、
公
立
学
校
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
す
べ
て
を
禁
止
す
る
か
の
よ
う
に
読
み
と
れ
る
こ
と
を
急
慎
し
て
決
議
し
た
も
の
で
あ
る
。

提
案
索
、
地
崎
宇
三
郎
の
提
案
理
由
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「
此
ノ
条
項
ハ
、
焼
瞭
ニ
一
宗
一
読
ニ

タ
教
義
ヲ
教
ヘ
テ
ハ
ナ
ラ
ナ
イ
ト

規
定
ス
ル
カ
、
或
ハ
斯
カ
ル
意
味
デ
ア
ル
雪
ノ
解
釈
ヲ
後
世
ノ
為
-
一
誤
リ
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
シ
テ
置
ク
べ

ァ
ー
ご
と
あ
っ
た
。
現
行
憲

日
本
国
憲
法
は
糾
昭
和
二
一
年
一

法
と
か
か
わ
っ
て
、
宗
教
教
育
と
い
う
嬢
点
か
ら
は
き
わ
め
て
援
要
な
決
議
と
な
っ

一
丹
一
一
…
話
公

布
、
詔
租
二
二

日
箆
行
と
な
っ
た
が
、

そ
の
二

O
条
の
俄
教
の
自
由
お
よ
び
政
教
分
離
に
関
す
る
規
定
は
、
右
の
決
議
が
議

な
っ
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
公
立
学
校
に
お
い
て
は
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
を
禁

止
す
る
こ
の

。
条
の
規
定
は
、

そ
の
反
茜
解
釈
と
し
て
、
私
立
学
校
に
お
い
て
は
、
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
を
認
め
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
さ
ぎ
の
誤
令
八
号
は
、

は
選
択
の
余
地
の
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

は
政
策
的
な
選
択
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
が
、
現
行
懇
訟
の
下
で

政
教
分
離
と
か
か
わ
り
、
公
教
育
に
お
け
る
祭
教
教
育
に
つ
い
て
、
次
に
指
摘
す
べ

教
育
基
本
法
の
規
定
で
あ
る
。

い
〉
つ
や
か

で
も
な
く
教
育
基
本
法
は
、

は
憲
法
を
受
け
る
形
で
、

し
か
し
他
聞
で
は
そ
れ
自
体
教
育
上
の
独
自
な
立
場
に
立
っ
て
、
昭
和

二
一
一
年
一
一

日
公
布
施
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
九
条
に
、
宗
教
教
育
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
規
定
を
お
い
て
い
る
。

宗
教
に
開
院
す
る
寛
容
の
態
度
及
び
社
会
生
活
に
お
絞
る
地
位
は
、
教
指
向
上
こ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

題
及
び
地
方
公
共
思
体
が
設
畿
、
ナ
る
学
校
は
、
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教
教
育
そ
の
他
宗
教
的
活
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
。



痛
恨
の
こ
と
に
つ
い
て
さ
き
に
述
べ
て
お
こ
う
。

題
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
が
設
霊
す
る
学
校
、
す
な
わ
ち
公
立
学
校
で
は
、
寸
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教
教
育
そ
の
他
京
教
活
動
を
し

一
環
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
に
述
べ
る
と
こ
ろ
と
な
る
の
で

よ
れ
ば
、

て
は
な
ら
な
い
」
〈
傍
点
筆
者
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
蔀
記
の
ご
と
く
、
憲
法
二

O
条
三
項
の
規
定
、
が
、
単
純
に
読
め
ば
、

は
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
の
い
っ
さ
い
の
宗
教
教
膏
を
禁
止
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
も
読
み
と
れ
る
問
題
に
対
し
て
、

さ
き

に
関
す
る
決
議
」
を
具
体
的
に
受
け
て
こ
れ
を
法
捧
化
し
た
と
い
う
べ
き
か
、
あ
る
い
は
そ

れ
以
上
に
、

の
な
す
べ
き
こ
と
そ
明
定
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
か
、

と
も
か
く
公
立
学

も
の
と
し
て

授
で
禁
止
し
た
宗
教
教
育
と
は
、
宗
教
教
育
に
よ
る
宗
、
派
宗
教
に

に
そ
の
他
の
法
い

、ノ
4F

除、

併
ャ
ヴ
‘
、

意
味
で
の
宗
教
教
育
、

す
な
わ
ち
宗
採
宗
教
に
よ
ら
な
い
宗
教
教
育
は
当
然
尊
重
さ
れ
な
狩
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
だ
こ

と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
現
行
の
規
定
は
、
制
定
過
程
に
遡
っ
て
み
る
と
、

そ
の
最
初
の
原
案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

宗
教
的
情
燥
の
総
発
は
、
教
育
上
こ
れ
そ
滋
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

但
し
、
官
公
立
の
学
校
同
体
、
特
定
の
宗
派
的
教
育
お
よ
び
活
動
・
そ
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

語主教分障壁と宗教教育

と
く
に
現
行
規
定
一
壌
と
か
か
わ
っ
て
詳
し
く
述
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
現
行
教
育
基
本
法
八
条

政
治
的
教
養
に
つ
い
て
の
護
定
が
あ
る
が
、
そ
の
規
定
の
最
初
の
原
案
は
寸
政
治
的
教
養
の
啓
培
は
、
教
育
上
、
こ
れ
を
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
L

(

傍
点
幾
者
)
と
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
「
宗
教
的
情
操
の
漏
養
」
に
つ
い
て
は
、
右
に
み
る
ご
と
く
寸
教
育
上
重
視

こ
の
原
案
に
つ
い
て
、
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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

〈
協
同
点
輸
液
晶
制
〉
と
あ
っ

教
脊
墓
一
本
法
の
制
定
晶
化
発
意
し
、
こ
の
療
薬
の
事
実
上
の
作
成
者
た
る
当
時
の
文
部
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宮
中
耕
太
揮
に
お
い
て
は
「
政
治
的
情
操
の
啓
培
」
よ
り
「
宗
教
的
情
擦
の
漏
養
」

の
方
を
「
重
視
」
す
る
と
い
う
意
味
が
込

大
臣
、

宗教法第4号(1986.1) 

め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
鱒
と
の
折
衝
の
遥
稜
で
変
獲
さ
せ
ら
れ
る
。
現
行
の
規
定
は
、
こ

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
一
項
の
条
文
は
、

穫
で
ア
メ
リ
カ
鶴
か
ら
示
さ
れ
た
案
を
多
少
変
形
さ
せ
る
形
で
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
一
項
の
条
文
は
、
最
近
の
研
究
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
車
時
的
ア
メ
リ
カ
側

よ
っ
て
作
成
し
た

社

会
制
約
編
H

は
ど
の
議
定
に
呼
応
し
て
い
る
と
推
測
会
れ
る
の
だ
が
、

る
た
め
の
繍
定
と
し
て
は
多
少
意
味

不
明
の
規
定
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
な
く
は
な
い
。

ア
メ
リ
カ
綴
に
あ
っ
て
も
、
と
く
に
民
間
情
報
教
育
周
教
育
謀
に
あ
っ
て
は
、
教
脊
に
お
け
る
宗
教
の
意
義
は
そ
れ
な
り
に
お
さ
え

て
い
た
が
、
し
か
し
、

二
月
一
五
日
の
「
富
家
神
道
、
神
社
神
道
ニ
対
ス
ル
政
府
ノ
保
証
、
支
援
、

ア
メ
リ
カ
部
で
は
昭
和
一
一

O
年

保
全
、
監
督
設
ニ
弘
布
ノ
鍵
止
一
一
関
ス
ル
件
」
な
る
神
道
指
令
を
一
方
で
出
し
て
お
り
、
公
立
学
校
に
お
け
る
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教

教
育
は
厳
禁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
「
宗
教
的
情
操
」

(
g
E
z
g
部再三

5
3
5の
概
念
を
め
ぐ
る
問
題
が
重

な
る
。
日
本
側
で
は
、
宗
諌
宗
教
と
関
係
な
く
、

む
し
ろ
か
か
わ
ら
な
い
概
念
と
し
て

J
京
教
的
情
操
」
と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
、

そ
れ
な
り
に
麗
史
的
に
も
定
着
し
て
い
た
。
し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
側
で
は
、
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
に
よ
ら
ず
し
て
よ
ホ
教
的
情

操
」
な
る
も
の
の
語
養
は
で
き
な
い
、

む
し
ろ
「
宗
教
的
情
操
L

な
る
も
の
は
、
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
に
よ
っ
て
務
培
会
れ
る

も
の
と
い
う
先
入
観
が
あ
り
、

キ
リ
ス
ト
教
文
化
聞
に
お
け
る
宗
教
観
と
、

シ
ン
ク
レ
テ
イ
ズ
ム
〈
議
緩
僑
仰
〉
の
最
た
る
た

そ
こ
に
、

も
い
う
べ
き
日
本
の
宗
教
文
北
に
お
け
る
宗
教
観
と
の
ち
が
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
点
鏡
下
で
は
、

い
て
い
る
原
案
は
、
最
襲
的
に
苔
窓
さ
れ
、
瑛
一
む
の

お
け
る
地
位
の

尊
重
と
い
う
静
で
お
さ
ま
る
わ
げ
で
あ
る
。
そ
こ
に
、

い
う
態
撲
は
繋
徹
す
る
と
開
時
に
、
公



い
仰
け
る
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
の
禁
止
と
い
う
立
場
も
貫
徹
す
る
わ
け
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
現
行
の
教
育
基
本
法
九
条
の
規
定
は
、
呂
本
鎮
の
発
想
と
し
て
は
当
然
た
る
「
宗
教
的
情
摸
」
と
い
う
こ
と
か
ら
は
不

十
分
な
規
定
と
い
う
こ
と
に
は
ち
が
い
な
い
が
、

し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
割
の
指
示
に
よ
っ
て
変
更
し
た
現
行
の
組
定
で
も
、
宗
教
の
尊

重
、
し
た
が
っ
て
公
立
学
校
に
お
け
る
広
い
意
味
で
の
宗
教
教
育
は
こ
れ
を
尊
蔑
す
る
と
い

て
お
り
、

か
ら
す
れ
ば
、
寛
容
の
態
葉
お
よ
ザ
宗
教
の
社
会
的
意
味
の
強
議
は
、
友
野
的
政
教
分
離

に
お
け
る
鍛
教
に
対
す
る
儲
入
、

お
よ

び
社
会
の
宗
教
に
対
す
る
取
り
濃
い

の
と
し
て
、

お
け
る
簡
鶏
ば
か
り
で
な
く
宗
教
を
め
ぐ
っ
て
起
こ

る
帯
感
袈
な
問
題
そ
規
定
し
て
い
る
と
い
え
る
。
宗
教
に
関
す
る
寛
容
の
態
捜
と
い
う
も
の
は
、
島
本
で
も
、
昭
和
一

O
年
の
文
部
次
官

議
競
で
示
さ
れ
た
こ
と
だ
が
、
政
教
分
離
の
も
と
、
宗
教
を
よ
い
意
味
で
維
持
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
と
き
、
個
人
や
社
会
に
必

須
に
諜
せ
ら
れ
る
宗
教
に
対
す
る
基
本
的
態
度
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
お
さ
え
る
べ
き
は
、
教
育
基
本
法
九

条
の
条
文
は
、
原
案
の
「
宗
教
的
需
携
の
極
養
」
か
ら
変
更
し
て
も
、
教
育
に
お
け
る
宗
教
の
意
義
を
お
さ
え
て
い
る
こ
と
に
お
い
て

は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
教
育
基
本
法
の
規
定
の
変
更
に
こ
の
よ
う

と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
の

〈
社
会
科
編
1
)恥

句栄・
4

習
揺
導
要
領
{
社
会
科
編
H
H

ど
は
、

て
品
。
わ
め
て
友
掠
則
的
な
も
の
で
、
公
立
学
較
に
お
け
る
宗
教
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

教教分離と祭事責教事事

仙

恥

、

A

他，
F

暢
《

勺
ι

、、2Uν嘗
φ
ム

き
わ
め

は
寸
酪
や
宗
教
上
の
祝
祭
行
事
は
各
地
で
、

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
」

あ
り
、
四
学
年
で
は
「
私
た
ち
の
祖
先
に
寺
社
は
ど
の
よ
う
な
役
目
を
果
た
し
た
か
」
と
い
う
単
元
が
あ
り
、
そ
し
て

と
L ミ

中
学
校
一
一

う
な
震
定
で
あ
っ
た
か
を
実
際
に
示
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
小
学
校
四
学
年
の
寸
本
た
ち
の
寵
先
に
寺
社
は
ど
の

に
は
、
そ
の
総
括
と
し
て
寸
宗
教
は
、
社
会
生
活
に
対
し
て
、
ど
ん
な
影
響
を
与
え
て
来
た
か
」
が
あ
っ
た
。
ど
の
よ
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よ
う
な
役
自
を
果
た
し
た
か
」
と
い
う
と
こ
ろ
を
と
り
あ
げ
て
示
し
て
お
こ
う
。
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指
導
の
着
板

宗教法君臨 4号(l昔話. 1) 

児
童
は
日
々
業
し
そ
う
に
、
近
代
的
な
よ
く
設
備
の
行
き
と
ど
い
た
学
校
で
勉
強
し
て
い
る
。
子
供
た
ち
の
絡
に
は
、
速
い
去
の
兇
獲
が
ピ
ん
な
学
校

に
遜
っ
て
い
た
か
。

寺
子
僚
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
ろ
う
か
と
い
う
疑
念
が
き
ざ
す
こ
と
も
あ
る
。
お
震
や
お
ヰ
す
の
境
内
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
遊
び
場
で
あ
る
。
お
滋
の
加
燃
は
大
き
な
楽
み
で
あ
る
し
、
お
寺
の
年
中
行
家
も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
大
な
関
心
事
で
あ
る
。

い
な
か
で
は
お
寺
の
鐘
だ
け
が
時
閉
そ
知
る
よ
す
が
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
由
来
b
が
闘
で
は
寺
社
は

つ
の
文
化
施
設
で
あ
っ
た
し
、
限
ら
れ

た
土
地
に
住
み
、
助
け
あ

て
働
い
て
来
た
祖
先
れ
ん
や
り
を
常
に
慰
め
は
げ
ま
し
て
く
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
教
師
開
は
こ
れ
ら
の
輿
級
会
♂
手
が
か
り
に
し
て

も
っ
と
大
き
く
問
鐙
安
部
加
燥
さ
せ
て
行
く

と
が
で
き
る
。
以
下
の
論
点
は
活
動
の
計
爾
を
進
め
て
行
く
一
助
と
な
る
だ
ろ
う
。

。
一
総
数

i
迷
信
・
議
式
と
そ
の
湖
閥
横

G

。
社
会
奉
仕
神
社
・
仏
関
・
僧
。

。
学
校
!
緩
類
、
施
設
と
学
習
材
料
、
繊
摺
物
問
、
学
習
用
関
口
問
、
生
後
。

指
導
結
果
の
判
定

子
供
の
教
育
の
ム
マ
殺
そ
比
較
対
照
す
る
能
力
と
い
う
こ
と
が
こ
の
間
総
に
関
す
る
活
動
の
成
闘
病
の

識
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
信
教
と
い
う

こ
と
と
環
濠
し
て
宗
教
約
な
慣
習
と
い
う
も
の
に
一
応
の
溌
解
と
知
識
と
を
与
え
る
こ
と
は
議
獲
で
あ
る
。

学
習
活
動
の
例

寺
社
が
有
尽
だ
と
い
う
こ
と
そ
知
る
。

向
同
分
の
町
(
村
)
で
は
お
マ
や
お
守
口
が
ど
ん
な
場
所
に
あ
る
か
、
ま
た
脅
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か
を
、
話
し
あ
い
絵
図
に
書
き
入
れ
る
。

2 

自
分
の
町
(
村
〉
の
お
守
や
お
宮
や
ほ
こ
ら
な
ど
の
由
来
と
伝
銭
安
糊
聞
く
。

3 

お
祭
の
待
子
供
だ
け
の
余
興
を
…
山
内
制
磁
し
実
行
す
る
。
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4 

お
祭
に
帳
消
っ
て
市
東
る
商
人
を
観
察
し
そ
の
人
た
ち
に
つ
い
て
話
し
あ
う
。

5 

お
+
~
す
や
伊
お
官
口
の
そ
ば
に
は
ど
ん
な
常
時
庄
が
あ
る
か
を
観
察
し
絵
や
絡
留
守
護
く
。

6 

年
の
市
、
と
り
の
市
、
豊
年
祭
を
関
凡
で
そ
の
話
を
聞
く
。

7 

門
前
町
の
話
を
読
ん
だ
り
間
開
い
た
り
す
る
。

s 

お
祭
の
腕
吋
の
儀
式
に
は
ど
ん
な
人
が
集
っ
て
何
を
す
る
か
を
話
し
あ
い
そ
の
有
様
令
官
総
に
書
く
。

き

(
で
き
た
ら
老
人
を
呼
ん
で
)
寺
子
患
の
話
伝
聞
く
。

10 

母
子
援
の
歴
史
を
欄
開
い
た
り
絵
を
見
た
り
す
る
。

11 

自
分
の
学
校
の
蝉
排
出
入
を
調
べ
る
(
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
学
校
の
務
者
間
く
コ

12 

名
人
を
呼
ん
で
、
資
お
守
の
鍵
の
立
国
が
ど
ん
な
に
人
々
の
役
に
立
っ
て
い
た
か
を
溜
く
。

13 

除
夜
の
緩
を
開
い
て
そ
れ
に
関
す
る
伝
説
を
調
べ
る
。

14 

お
ヰ
一
リ
の
和
尚
さ
ん
を
呼
ん
で
、
者
お
査
寸
と
十
中
抽
唱
の
人
々
と
の
関
係
が
ど
ん
な
ふ
う
で
あ
っ
た
か
話
し
て
も
ら
う
。

15 

仏
教
渡
来
の
話
を
荷
い
で
そ
れ
を
剰
に
す
る
。

16 

す
ぐ
れ
た
坊
さ
ん
の
話
や
授
の
中
の
た
め
に
な
っ
た
坊
さ
ん
の
話
そ
関
く
。

に}

必
代
の
健
保
と
原
始
傍
仰
に
つ
い
て
知
る
。

1 

ア
イ
ヌ
の
宗
教
や
風
習
に
つ
い
て
鶴
く
(
も
し
見
る
こ
と
が
件
、
き
れ
ば
見
る
)
。

2 

か
ま
ど
の
神
、
火
の
神
そ
の
他
の
袴
に
つ
い
て
伝
説
を
聞
く
。

3 

行
本
各
地
の
伝
説
を
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
剖
織
に
し
た
り
す
る
。

4 

い
ろ
い
ろ
な
伝
説
を
歌
に
作
っ
た
り
紙
芝
緩
に
し
た
り
す
る
。
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こ
こ
で
若
干

(
社
会
科
編
I
ζ

に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
い
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
ο

少
な
く
と
も
こ
れ
ら
宗
教
に
関
す
る

宗教法第4惨(198札 1)

部
分
は
、

ア
メ
リ
カ
、
ヴ
ァ

i
ジ
ニ
ア
州
の
コ

i
ス
・
オ
ヴ
・
ス
タ
デ
ィ
を
種
本
に
し
て
作
成
し
た

ア
メ
リ
カ
の
指
導
に
基
づ
い
て
、

も
の
で
、
そ
こ
に
は
、
公
立
学
校
に
お
い
て
、

に
開
閉
す
る
取
り
扱
い
が
か
く
も
詳
し
く
…
ぶ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
晶
子
習
指
導
襲

領
(
社
会
科
綴
ー
と
は
、
こ
れ
を
も
と
に
日
本
の
状
況

て
作
成
し
た
も
の

右
に
掲
げ
た
「
神
社
・
仏
閣
」
と
は
ア
メ
リ
カ

で
「
教
会
」
と
い
っ
て
い
た
と
こ
ろ
と
患
っ
て
さ
し
っ
か
え
な
い
ほ
ど
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
き
わ
め
て
宗
教
を
大
拐
に

し
た
『
学
習
指
導
要
領
(
社
会
科
編
ー
に
が
で
き
た
の
は
、
こ
れ
を
指
導
し
た
ア
メ
リ
カ
側
の
係
官
に
ヴ
ァ

i
ジ
ニ
ア
の
出
身
者
が
い
た

と
い
う
よ
う
な
健
倖
も
あ
る
の
だ
が
、

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
可
学
欝
指
導
要
領
(
社
会
科
綴
1
ζ

の
種
本
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
側
に

も
、
宗
教
教
育
に
関
し
て
罷
れ
た
規
定
を
な
し
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、

さ
き
に
み
た
教
育
基
本
法
九
条

項
の
規
定
は
、
『
学
習
指
導
要
領
(
社
会
科
綴
i
と
よ
り
は
か
な
り
日
本
倒
で
創
造
的
に
作

成
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
『
学
習
指
導
饗
領
(
社
会
科
編
日
ど
の
中
学
技
三
学
年
の

J
m教
は
、
社
会
生
活
に
対
し
て
、
ど
ん
な
影
響
を

与
え
て
き
た
か
」
と
い

の
「
目
標
し
に
き
わ
め
て
酷
似
し
た
「
俄
の
人
々
の
宗
教
を
稼
識
す
る
と
共
に
自
分
の
倍
仰
に
よ
っ
て
、

社
会
生
活
に
脇
陣
識
を
築
く
こ
と
の
な
い
よ
う
な
寛
容
の
態
度
を
養
う
こ
と
L

と
い
う
線
定
が
あ
り
、

そ
の
幾
定
と
そ
し
て
そ
の
「
筏
標
L

の
般
の
規
定
を
合
わ
せ
て
、

そ
こ
か
ら
出
て
来
た
と
推
撰
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
も
か
く
、
こ
う
し
て
戦
後
教
育
の
出
発
点
に
あ
っ
て
、
「
宗
教
的
情
操
L

は
と
も
か
く
と
し
て
、
宗
教
教
育
の
重
視
の
姿
勢
は
報
誌

さ
れ

こ
の
基
本
溝
遺
は
、
護
法
が
あ
り
、
教
育
藤
本
法
九
条

夜
明
が
あ
る
か
ぎ
り
変
わ
る
は
ず
は
な
い
。
現
設
も
変
わ
っ
て
は
い

《
邑
‘
、
A

O

T
，L
 

と
こ
ろ
が
戦
後
教
育
改
叢
に
あ
っ
て
は
ア
メ
リ
カ
側
は
、
前
記
の
ご
と
く
、
占
領
開
始
の
問
も
な
い
昭
和
ニ

…
月
一
五
円
ロ
の

時
点
で
、
「
国
家
神
道
、
神
社
神
道
ニ
対
ス
ル
政
詩
ノ
保
証
、
支
援
、
保
全
、
監
督
強
ニ
弘
布
ノ
廃
止
ニ

ル
件
」
な
る
樽
遇
措
令
を



出
し
て
い
る
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
観
は
、

一
方
で
は
、
♂
予
習
指
導
要
領
〈
役
会
科
編
I
)
』
『
尚
子
欝
指
導
要
領
(
社
会
科
編

日
)
』
を
出
さ
し
め
て
お
り
な
が
ら
、

そ
れ
を
出
き
し
め
た
あ
と
で
、
内
部
で
縛
道
指
令
と
の
関
係
が
酬
問
題
と
な
っ
て
、
実
貿
的
に
、
宗

教
に
関
す
る
教
育
の
抑
圧
と
も
い
う
べ
き
「
学
習
指
導
要
領
社
会
科
編
取
扱
い
に
つ
い
て
」
な
る
議
議
を
昭
和
二
一
一
一
年
七
月
九
日
、
文

部
省
に
出
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ

学
校
で
正
規
の
時
間
に
宗
教
家
を
よ
ん
で
講
話
を
障
く
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
し
、
京
教

の
察
典
を
見
に
行
っ
た
り
、
神
職
、
偶
倍
、
牧
額
等
に
直
接
聴
券
に
行
く
よ
う
な
学
欝
活
動
の
指
示
も
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

日
本
側
で
は
、
こ
れ
に
前
後
し
て
、
こ
の
通
達
の
行
き
過
ぎ
を
危
ぶ
み
、
教
育
制
新
委
閥
会
で
羽
渓

7
諮
ら
が
中
心
に
な
っ
て
、

和

年
七
丹
二
日
寸
学
校
教
育
と
宗
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
ヘ

七
日
「
社
会
教
育
と
宗
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
L

な
る
建
議

を
行
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
宗
教
教
育
の
振
興
の
た
め
に
、
懇
命
な
努
力
が
な
さ
れ
て
、
文
部
省
は
右
の
遇
瀧
の
行
き
す
ぎ
を
実
質
上
緩
和
す
る

形
で
、
昭
和
一

。
丹
二
五
日
に
、
ー
社
会
科
そ
の
俄
、
初
等
お
よ
び
市
平
等
教
育
に
お
け
る
宗
教
の
取
扱
に
つ
い
て
」
と
い

も〉

文
部
事
務
次
官
通
達
を
出
す
こ
と
に
な
る
。
祭
教
に
関
す
る
教
脊
の
援
興
の
た
め
に
、
細
か
に
異
体
的
に
そ
の
取
り
扱
い
方
を
示
し
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
回
議
む
と
こ
ろ
は
、
宗
教
に
関
す
る
教
蒋
の
撮
興
、

日
本
的
に
い
え
ば
、
「
宗
教
的
情
操
」
の
語
養
を
図
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
法
に
抵
触
す
る
場
合
を
多
々
制
列
挙
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
は
私
立
学
校
は
と
も
か
く
と
し
て
、
公
立

設教分向島と完投教教予言

そ
の
よ
う
な
種
々
の
さ
し
さ
わ
り
を
考
え
な
け
れ
ば
で
き
な
い

そ
れ
こ
そ
「
さ
わ
ら
ぬ

関
す
る
教
育
に
つ
い
て
、

学
校
で
は
、

神
に
た
た
り
な
し
L

と
い
う
よ
う
に
、

さ
げ
て
通
る
風
を

般
化
さ
せ
る
こ
と
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
設

は
、
荷
の
整
理
も
行
わ
な
い
ま
ま
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
と
く
に
こ
の
、
昭
和

一
O
丹一一

の
通
達
の
意
向
凶
は
、

期
間
ず
る
教
育
の
振
興
マ
あ
り
な
が
ら
、
神
道
指
令
と
の
関
係
で
、
購
関
神
社
、
護
罷
神
社
に
対
し
て
法
的
に
不
平
等
な
取
り
扱
い
を
し

127 

て
お
り
、

ぞ
れ
が
今
告
も
米
整
理
な
ま
ま
に
な
お
放
璽
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
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さ
き
の
術
閣
議
会
の
決
議
、

お
よ
び

し
た
が
っ
て
、
現
在
の
学
校
教
育
と
宗
教
教
育
の
状
況
を
み
れ
ば
蜜
ち
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

宗教法第4望号(1き86.1) 

教
育
基
本
法
九
条
を
中
心
と
し
た
諒
い
意
味
で
の
宗
教
教
育
を
尊
重
す
る
規
定
は
、
実
を
得
て
お

法
的
構
造
は
厳
然
と
残
り
な

が
ら
も
、
実
態
は
ま
っ
た
く
の
空
文
と
化
し
て
い
る
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。

た
だ
し
、
私
立
学
校
に
お
け
る
特
定
の
諮
教
の
た
め
の
宗
教
教
育
、
す
な
わ
ち
議
派
議
教
に
よ
る
宗
教
教
育
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、

文
部
省
は
、
昭
和
二
四
年
六
月

正
日
、
拐
等
中
等
教
育
諸
長
通
達
三
高
等
学
校
教
育
課
程
の

盤
改
正
に
つ
い
て
」
を
出
し
、
科
目

の
中
に
「
そ
の
地
特
に
必
饗
な
科
目
」
を
設
け

J
一
小
教
に
霞
す

を
置
け
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
昭
和
コ

八
月
二
八
段
、

学
校
教
育
法
施
行
捜
部
を
改
正
し

の
小
学
校
の
教
育
課
犠
を
鋸
戒
す
る
場
合
、

:
:
・
宗
教
を
加
え
る
こ
と

そ
の
こ
盟
条
に

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
宗
教
を
も
っ
て
:
:
:
道
徳
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
規
定
を
お
い
中
学
校
に
お

い
て
も
間
接
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
っ
て
私
立
の
高
等
学
較
、
中
学
校
、
小
学
校
で
は
、
正
調
の
教
育
課
程
の
中
で
宗
、
派
宗
教

に
よ
る
宗
教
教
育
を
行
い
う
る
こ
と
に
な
り
、
実
際
の
実
務
状
況
は
と
も
か
く
、
法
制
上
は
ほ
ぼ
撃
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

「
宗
教
教
脊
」
に
つ
い
て
お
概
念
整
理

「
宗
教
心
」
と
宗
教
教
育
の
藍
九
万

こ
こ
で
、
」
部
教
教
育
」
に
つ
い
て
概
念
整
理
に
入
ら
な
け
れ
、
ば
な
ら
な
い
。

戦
前
、
日
本
の
教
脊
学
の
金
字
塔
と
も
い
う
べ
き
『
教
育
学
辞
典
』
〈
岩
波
図
書
、
昭
和

き
に
は
、
「
宗
教
教
育
」
に
つ
い
て
大
村

接
厳
が
「
児
業
及
び
青
年
の
宗
教
性
会
鴎
冶
す
る
教
育
支
五
ふ
。
即
ち
宗
教
上
の
知
識
、
儀
礼
に
興
ず
る
教
養
を
与
へ
、
宗
教
的
情
操



を
緬
饗
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
人
格
の
主
た
る
一
要
素
を
な
す
宗
教
心
を
同
開
発
指
導
し
、
以
て
人
格
組
問
冶
の
完
成
に
寄
与
せ
ん
と
す

る
教
育
活
動
を
い
ふ
L

と
い
う
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

こ
の
説
明
を
み
て
み
る
と
、
説
明
の
た
め
の
用
議
J
京
教
性
L
J
r
較
的
情
操
L
J
一
小
教
心
」
、

と
く
に
説
明
の
中
心
概
念
と
な
っ
て
い

る
「
宗
教
心
L

と
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
た
だ
ち
に
問
問
題
と
な
る
が
、

そ
の
厳
密
な
考
察
は
い
ま
お
く
と
し
て
、
こ
こ
で
教
脊
の
郷
聞
か

ら
お
さ
え
て
お
く
べ
き
一

つ
の
点
・
を
お
さ
え
て
お
こ
う
の

ま
ず
第

点
は
、
既
成
の
宗
派
宗
教
に
よ
る
信
仰
を
深
め
る
た
め
の
宗
教
教
育
に
は
議
接
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
教
育
の
立
場
に
立
つ

て
、
人
格
陶
冶
の
観
点
か
ら
宗
教
教
育
の
意
味
を

般
的
に
説
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
成
の
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗

派
宗
教
に
車
接
こ
だ
わ
ら
ず
、
教
育
の
鶴
か
ら
人
裕
梅
冶
に
饗
す
る
も
の
と
し
て
宗
教
教
育
を
規
定
し
、

そ
の
観
点
か
ら
宗
教
教
育
そ

お
さ
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
離
史
的
に
存
在
し
、
現
時
点
に
お
い
て
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
既
成
の
宗
派
宗
教
に

教
教
育
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
事
実
上
そ
れ
ら
を
含
め
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
人
格
の
鞠
冶
と
い
う
教
育
の
呂
的
に
立

っ
て
宗
教
教
育
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
る
る
。
磁
波
す
る
に
よ
ホ
教
心
L

と
は
、
難
成
の
宗
派
宗
教
に
護
接
に
持
東
さ
れ
た

概
念
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
教
育
の
側
か
ら
い
う
と
こ
ろ
の
概
念
で
あ
っ
て
、

い
ま
こ
こ
で
は
そ
の
「
宗
教
心
」
の
開
発
指
導
と
し

て
宗
教
教
育
を
考
え
る
の
で
あ
る
。

政教分離と主義敏教育

か
く
し
て
「
宗
教
心
」
を
啓
培
す
る
た
め
の
宗
教
教
育
は
、
既
成
の
宗
派
宗
教
と
の
関
係
で
、

。)(1) 

宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育

宗
派
宗
教
に
よ
ら
な
い
崇
教
教
育

の

一
つ
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
論
理
上
、
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
は
、

そ
こ
で
行
わ
れ
る
と
い
っ
て
も
、
宗
派
教
育
と
し
て
の
宗
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教
教
育
で
は
な
く
、

般
的
な
宗
教
教
育
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

Q

こ
の
こ
と
の
よ
り
詳
細
な
吟
味
は
本
節
蕊
で
行
う
こ
と
と
し
、
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こ
こ
で
は
宗
派
独
自
の
諜
派
教
育
と
し
て
の
、

つ
ま
り
議
派
教
育
と
し
て
の
宗
教
教
育
で
あ
る
と
い
ち
お
う
お
さ
え
て
お
く
。

主再教法第4号(1986.1) 

こ
の
ご
つ
の
設
教
教
育
の
区
間
の
縮
か
な
検
討
は
次
に
譲
る
と
し
て
、
右
の
大
村
の
説
明
で
お
さ
え
る
べ

一
点
は
、
よ
示
教
心
」

と
し
て
、
「
全
人
格
の
主
た
る
要
素
を
な
す
」
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
全
人
絡
の
陶
冶
の
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
「
宗
教
心
」
を
し
て
、

p
a
h
r
J

、

十
'
&
よ

ワ
ン
・
十
4

ヴ
・
ゼ
ム
た
る
人
持
悼
の
種
々
の
要
素
の
や
の
一
要
素
の
よ
う
に
み
る
か
、
ぞ
れ

と
も
人
格
の
は
た
ら
き
に
す
べ
て
か
か
わ
る
と
こ
ろ
の
余
人
格
的
な
も
の
と
み
る
か
、

の
開
題
が
あ
る
。
こ
の
点
は
、
「
宗
教
心
」
を
し

て
、
た
と
え
ば
既
寄
の
宗
派
宗
教
の
…
細
川
仰
の
結
果
と
し
て
ほ
ほ
共
通
に
い
え
る
と
こ
ろ
の
、
現
実
を
超
え
た
も
の
、
あ
る
い
は
聖
な
る

も
の
、

そ
の
と
き
ょ
一
小
教
心
」
は
あ
た
か
も
部
分
的
な
要
素
で
あ
る
と

ぞ
れ
へ
の
崇
敬
、
議
仰
、
帰
依
と
い
う
よ
う
に
い
っ
た
と
き
、

い
う
よ
う
に
と
ら
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
」
一
小
教
心
」
が
人
間
開
存
在
の
究
緩
的
意
味
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
人
間
の
究
極
的
な
存

在
状
態
と
か
か
わ
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
苔
定
す
べ
く
も
な
い
。
人
間
は
、

い
か
に
科
学
的
知
議
を
集
め
て
み
て
も
、
人
間
間
の
姦
在

の
意
味
は
わ
か
ら
ず
、

し
か
し
そ
れ
で
い
て
自
己
の
存
設
の
意
味
そ
爵
わ
ざ
る
を
え
ず
、

そ
し
て
自
己
の
存
在
に
か
か
わ
る
意
志
と
態

震
を
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
に
あ
る
。
そ
う
し
た
入
聞
の
存
夜
の
あ
り
方
を
、

は
あ
る
が
、
「
宗
教
的
存
在
」
と
い
う
よ

う
に
い
え
託
、
「
宗
教
、
む
L

は、

や
は
り
、
人
間
の
J
示
教
的
存
在
」
と
か
か
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
人
聞
の
「
宗
教
的
存
在
い
と
い
う

こ
と
か
ら
い
え
ば
、
「
宗
教
心
」
そ
し
て
現
実
を
越
え
た
錨
彊
へ
の
渇
聞
と
い
う
よ
う
に
い
う
と
き
、
そ
の
と
き
ま
っ
た
く
向
じ
も
の
と

は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
密
接
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
答
定
す
べ
く
も
な
い
。

そ
し
て
そ
の
「
京
教
的
存
症
」
た
る
人
間
に
対
す
る
教
育
は
と
い
え
ば
、
教
育
は
、
単
に
科
学
的
知
識
を
念
ず
げ
、

そ
の
車
用
と
し

て
の
技
能
を
養
成
す
る
こ
と
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
「
宗
教
的
存
在
」
に
対
臨
し
た
教
育
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
「
宗
教
的
教

で
あ
る
。
ぞ
れ
は
教
育
的
簡
値
を
創
造
す
る
教
育
と
い
っ
て
も
よ
い
し
、
価
鰻
観
の
形
成
と
い
っ
て
も
よ
い
し
、
精
神
的
指
導
の
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い
っ
て
も
よ
い
。
そ
う
い
う
こ
と
が
、

「
宗
教
的
教
蒔
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。

教
育
は
ほ
ん
ら
い
J
本
教
的
教
育
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、

た
だ
ち
に
す
べ
て

J
一
非
核
心
」
の
教
育
と
閥
議
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
慢
に
不
離
な
関
係
が
あ
る
こ
と
だ
け
は
明
ら
か

そ
の
よ
う
な
「
宗
教
、
む
い

そ
し
て
、

人

格
鶏
冶
の
完
成
の
た
め
に
必
袈
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
↑
む
の
大
村
の
い
う
と
お
り
で
あ
り
、
「
宗
教
心
」
命
令
啓
培
す
る
こ
と
は

ど
う
し
て
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

政
教
分
離
と
宗
教
教
育

さ
ぎ
の
、
教
育
学
ら
「
宗
教
心
い
そ
符
培
す
る
た
め
の
教
育
と
し
て
の
宗
教
教
育
を
、
従
来
存
政
し
た
宗
派
宗
教
と
の
か

か
わ
り
か
ら
出
家
採
宗
教
に
よ
る
楽
教
教
育
、
幼
宗
探
宗
教
に
よ
ら
な
い

か
か
わ
っ
て
、
政
教
分
離
の
観
点
か
ら
さ
ら
に
考
え
を
進
め
て
い
こ
う
。

と
い
う
よ
う
に
思
分
し
た
が
、
こ

』こ

政
教
分
離
の
原
則
の
も
と
、
現
行
憲
法
下
お
公
教
育
に
あ
っ
て
、

の
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
は
私
立
学
校
に
お
い
て
可
能

で
あ
り
、
後
者
の
宗
派
祭
教
に
よ
ら
な
い
京
教
教
育
は
公
立
学
鞍
お
よ
び
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
を
行
わ
な
い
怠
立
学
校
に
お
い

て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

政教分織と言宗教教育

そ
こ
で
現
行
の
法
観
上
の
具
体
的
問
題
に
入
る
こ
と
に
す
る
が
、

た
と
え
ば
、
現
行
E
本
陣
憲
法
二

O
条
一
点
嘆
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ

る
宗
教
教
育
と
は
何
か
。
も
は
や
い
う
ま
で
も
な
く
、
宗
教
教
育
の
す
べ
て
を
い
う
の
で
は
な
く
、
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
脊
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
が
可
能
で
な
い
場
合
も
、
宗
訴
宗
教
に
よ
ら
な
い
宗
教
教
育
は
可
能
で
あ
り
、

そ
し
て
そ
れ
は
、
右
に
述
べ
た
教
育
学
的
観
点
か
ら
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
く
り
か
え
す
ま
で
も
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
教
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ら
み
て
、
課
教
教
育
に
よ
っ

ベ
き
教
育
的
価
備
が
あ
り
、

そ
れ
が
制
制
捜
の
上
で
お
お
き
く
分
け
て
い
う
と
、



。
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的
に
、
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
と
、
議
派
京
教
に
よ
ら
な
い
宗
教
教
宵
と
が
あ
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

宗教法第 H号(1986.1) 

し
か
し
な
が
ら
、
こ

は
り
政
教
分
離
の
原
町
と
か
か
わ
っ
て
出
て
き
て
い
る
区
別
で
あ
る
。
そ
の
と
き
、
宗
諌

に
よ
ら
な
い
議
教
教
育
と
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
教
育
の
僚
か
ら
出
て
き
た
宗
教
教
育
で
あ
る
と
い
え
ば
い
え
る
が
、
こ
れ
に

対
し
、
京
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
と
は
、
離
感
の
宗
一
潔
宗
教
か
ら
出
て
き
た
宗
教
教
育
で
、
教
育
の
樹
か
ら
み
た
宗
教
教
育
以
前
に

出
て
き
た
或
或
の
宗
祇
宗
教
に
よ
る
宗
派
教
育
と
し
て
の
宗
教
教
寄
円
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
こ
に
は
教
育
の
側
か
ら
お
き
え
き
れ

な
い
は
み
出
し
た
と
こ
ろ
の
、
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
が
あ
り
う
る
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、
教
育
の
側
か
ら
い
う
と
こ
ろ
の

教
育
的
僅
僅
を
実
現
し
え
な
い
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
の
存
在
の
珂
能
性
で
あ
る
。
宗
派
京
教
は
、
部
門
が
宗
教
で
あ
る
か
と
い
う

そ
の
宗
派
自
体
と
し
て
は
当
然
の
議
権
を
も
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
教
育
の
織
か
ら
み
た
と
設
は
、
宗
教

と
い
い
が
た
い
も
の
が
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
こ
と
を
、
政
教
分
離
の
原
則
の
下
で
教
育
の
立
場
か
ら
、
ぞ
れ
を
指
摘
し
、

こ
と
に
つ
い
て
、

断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
に
、
鍛
教
の
自
由
を
認
め
た
紋
教
分
離
の
政
教
分
離
た
る
ゆ
え
ん
が
あ
る
。

ガ
で
、

よ
ら
な
い
宗
教
教
背
と
は
、
有
体
に
い
え
ば
、
教
育
の
側
か
ら
便
宜
的
に
出
て
き
た
宗
教
教
育
の
こ
と
と
い

っ
て
よ
い
か
ら
、
難
存
の
議
派
京
教
と
臨
楼
か
か
わ
っ
た
概
念
で
は
な
い
。
既
存
の
宗
派
宗
教
を
前
提
に
し
て
「
通
宗
教
的
L

と
い
う

の
は
、

イ
メ

i
ジ
と
し
て
は
わ
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
理
論
的
に
は
関
係
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
も
、
宗
派
宗
教
に
よ
ら
な
い
宗
教
教
育
も
、
そ
の
目
的
に
つ
い
て
期
待
し
て
い
る
も
の
は
、

教
育
の
側
か
ら
す
れ
ば
再
開
乙
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
大
部
分
は
事
実
上
重
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
は
、

そ
の
宗
派
宗
教
の
信
鈎
を
深
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

そ
こ
に
教
脊
の
鶴
か
ら
柵
期
待
す
る
と
こ
ろ

J、ミ

つ
い
て
は

無
関
心
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

既
成
の
議
派
議
教
の
多
く
は
そ
れ
な
り
に
人
類
の
麓
史
的
な
叡
智
の
結
品

と
い
う
よ
う
に
い
え
る
か
ら
、
教
務
の
棚
か
ら
み
た
と
き
胤
疲
れ
た
説
教
教
育
が
期
待
で
き
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
ぞ
れ
自
体



と
し
て
は
そ
れ
こ
そ
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
宗
派
宗
教
が
教
育
の
僚
か
ら
い
う
京
教
に
含
ま
れ
る
保
証
は
制

震
上
な
く
、
あ
っ
て
も
政
教
分
離
の
原
則
の
も
と
、
重
接
そ
の
こ
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
教
育
の
側
か
ら

教
に
よ
る
宗
教
教
育
は
、
教
育
の
期
待
す
る
も
の
か
ら
外
れ
る
も
の
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
を
教
育
の
掛
か
ら
志
く
考
え
た
と
き
、
宗
採
宗
教
の
信
仰
を
深
め
る
た
め
に
行
っ
た
宗
教
教
育

で
は
、

ぞ
れ
自
体
は
肯
定
さ
れ
て
も
、
目
的
、
掘
削
襲
に
お
い
て
お
き
え
き
っ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
勉
の
宗
派

宗
教
に
関
ず
る
知
識
や
、
宗
教
に
関
す
る
寛
容
の
態
慶
の
静
或
は
、
必
ず
し
も
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
の
中
で
は
十
分
で
な
い
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
脊
も
公
教
育
の
中
で
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
欠
陥
の
問
題
は
、
宗
派
宗
教
に
よ
ら
な
い
宗
教
教
育
の
中
に
も
深
刻
に
存
在
す
る
。
既
成
の
宗
派
宗
教
の
多
く

が
饗
れ
て
い
る
こ
と
は

よ
ら
な
い
家
教
教
育
は
、
教
育
の
側
か
ら
み
て
実
現
す
べ
き
日
的
は

般
的
に
い
え
、
そ
の
と

陪
じ
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
方
法
、
静
態
の
著
し
い
ち
が
い
か
ら
、
そ
の
効
果
的
w
点
に
お
い
て
探
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
と
詫
程
壌
の

期
待
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
艦
端
で
あ
る
。
端
的
に
い
っ
て
、

よ
る
探
教
教
育
で
な
け
れ
ば
宗
教
教
育
の
自

的
は
十
分
に
は
達
成
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
関
壊
で
あ
る
。

の
よ
う
に
誠
一
派
教
育
に
よ
ら
な

「
遜
京
教

政教分離と宗教教育

的
」
と
い
う
必
要
で
も
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
宗
派
宗
教
に
よ
ら
な
い
諜
教
教
育
は
効
果
の
点
で
初
め
か

ハ
ン
ヂ
'
J
e

っ
て
い

る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
場
合
、
教
育
の
慨
に
立
っ
て
論
を
進
め
て
い
な
が
ら
い
う
の
は
奇
妙
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
宗
派
宗
教
に
よ
ら
な
い

宗
教
教
育
の
立
場
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
問
に
完
全
に
は
反
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
患
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、

ど
ち
ら
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が
効
果
的
か
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
は
一
綾
に
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
常
識
島
だ
ろ
う
。
こ
こ
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に
、
致
教
分
離
の
一
?
に
お
付
る
公
教
育
の
基
本
的
デ
ィ
レ
ン
マ
が
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
ぞ
れ
ゆ
え
に
、
宗
教
教
育
は
、

犬
』
戸
り

に
真
剣
に
考
え
真
剣

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
デ
ィ
レ
ン
マ
じ
た
い
が
あ
る
こ
と
は
た
し
か
に
い
え
る
の
で
あ

宗教法第4'きは鈴6.1) 

る
。
要
す
る
に
、
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
と
、
宗
派
宗
教
に
よ
ら
な
い
宗
教
教
育
と
は
、
単
な
る
教
育
上
の
方
法
の
梧
遠
か
ら
く

方
は
、
政
教
分
離
の
友
野
分

る
区
別
で
は
な
く
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
は
政
教
分
離
と
い
う
制
度
的
原
理
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

離
の
も
と
、
宗
教
の
額
に
も
そ
の
ま
ま
で
教
育
に
乗
り
込
む
権
能
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
方
は
、
設
教
分
離
の
も
と
、
宗
教
教

の
一
議
要
性
は
十
分
に
認
め
な
が
ら
、

点線円:教育上の錨値を

実現する望者数殺稼

3毎線:fi円.;宗派宗教

による然教教育

教
育
一

宗

教

舗
内
晶
戦

ム
叩
明
中
ム
判
明
中

内
在

左
ら

線

よ

実
に

に
よ
る
宗
教
教
育
の
な
し
よ
う
の
な
い
公
立
学
校
に
お
い
て
宗
教
教
育
を
侍
と

ら
れ
た
も
の
、

と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

(船主主主制すべき教育上め

綴織は問じだが、

カ法上、形態上の差

異がある。

質
に
近
づ
け
て
行
お
う
と
し

以
上
の
こ
と
か
ら
京
教
教
育
の
区
分
に
つ
い
て
、
念
の
た
め
、

て
お
く

と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

is 
(3) (2) (I)多

B
常
行
わ
れ
る
祭
教
教
育
の
区
分

通
常
白
本
で
は
、
宗
教
教
育
を
区
分
す
る
の
に
、
次
の
よ
う
に
区
分
す
る
こ
と

宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育

「
宗
教
的
情
操
L

を
語
養
ず
る
宗
教
教
育

に
関
す
る
知
識
教
育
と
し
て
の
宗
教
教
育

は}の
g 
分
を

詩
記

宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育



(2) 

宗
派
宗
教
に
よ
ら
な
い
宗
教
教
育

ト」

つ
い
て
検
討
し
て
み
る
の
が
こ
こ
で
の
目
的
で
あ
る
。

館
の
「
日
本
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
沿
革
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、

日
本
の
教
育
史
に
あ
っ
て
「
宗
教
的
組
問
機
」
な
る
言
葉
の
意
味

す
る
も
の
は
、
仮
り
に
宗
教
的
心
情
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
え
ば
、
様
れ
た
宗
派
宗
教
に
よ
る
率
教
教
育
に
よ
っ

れ
る
宗

教
的
心
情
と
い
う
よ
う
な
も
の
と
実
質
的
に
同
じ
も
の
を
期
待
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
昭
和

の
次
官
選
諜

的
情
操
ノ
}
滋
養
ニ
関
ス
ル

は
、
公
序
良
俗
そ
筈
う
よ
う
な
迷
鵠
そ
打
破
す
る
こ
と
、
教
育
穀
語
と
矛
磐
ず
る
内
容
と
方
法

に
よ
ら
な
い
こ

ほ
か
は
、
京
、
派
宗
教
に
よ
る
借
仰
心
と
の
揮
に
、
格
別
の
驚
異
を
設
け
る
輩
留
の
様
子
は
な
い
。
た
だ
、

明
治

「
官
会
立
学
校
等
ニ
拾
ケ
ル
宗
教
上
ノ
教
育
儲
式
施
行
禁
止
ノ
件
」
に
よ
っ
て
、
公
教
育
に
あ
っ
て
、
宗

の
誤
令

派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
が
す
べ
て
排
除
さ
れ
て
い
た
の
で
、

宗
派
宗
教
に
よ
ら
な
い
宗
教
教
育
に
よ
っ
て
し
か
語
聾
し
え

な
い
こ
と
に
な
る
が
、

宗
派
宗
教
に
よ
る
信
仰
心
と
重
な
る
こ
と
を
問
題
と
し
な
い
概
念
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
「
通
宗

そ

教
的
」
な
宗
教
的
心
情
と
か
か
わ
り
が
あ
っ
て
も
さ
し
っ
か
え
な
い
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
を
背
景
に
、
数
戦
後
、

百
本
側
は
諜
教
教
育
の
振
興
会
欝
る
の
に
、
「
宗
教
的
情
操
」
な
る
言
葉
を
緩
極
的
に
活
用

し
た
が
、

そ
こ
に
は
し
た
が
っ
て
宗
挺
宗
教
に
よ
っ
て
啓
培
さ
れ
る
落
傾
心
と
、
宗
派
祭
教
に
よ
ら
な
い

れ
る
宗
教
的
心
情

政教分緩と系教教育

と
の
聞
に
と
く
べ
つ
に
境
界
狭
山
緩
く
意
思
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
と
く
に
日
本
の
宗
教
に
関
す
る
社
会
お
よ
び
文
化
の
現
象
で
は
、

つ
の
宗
派
宗
教
へ
の
措
仰
は
直
接
に
は
惣
の
諜
旅
宗
教
へ

排
除
を
意
味
し
な
い
こ
と
が
多
く
、

個
人
が
複
数
の
宗
派
諜

教
を
罰
時
に
璃
m附
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
い
さ
さ
か
も
詳
し
く
思
う
こ
と
が
な
く
、
信
持
上
の
儀
式
と
宗
教
的
習
俗
と
の
聞
に
も
裁
然

と
し
た
境
界
を
意
識
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
宗
派
宗
教
に
よ
る
…
信
仰
心
と
宗
派
宗
教
に
よ
ら
な
い
宗
教
的
心
情
と
の
聞
に
境
界
を
必
く

135 

必
要
が
な
い
。
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こ
れ
に
対
し
、
相
対
的
な
い
い
方
で
は
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
が
主
要
な
宗
教
で
あ
る
歌
米
で
は
、

つ
の
宗
派
宗
教
へ
の
借
仰
は
、

宗教法第4考住吉昌弘1)

地
の
宗
派
宗
教
へ
の
街
認
、
排
除
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

一
鱒
人
が
復
数
の
宗
派
宗
教
そ
閤
詩
に
信
仰
す
る
な
ど

と
は
ふ
つ
う
考
え
ら
れ
ず
、
憎
仰
と
信
鍔
で
な
い
も
の
を
厳
密
に
区
期
し
て
い
こ
う
と
す
る
領
向
が
あ
っ
て
、

そ
の
た
め
に
、
教
育
基

本
法
制
定
の
過
翻
間
に
あ
っ
て
も
、

ア
メ
リ
カ
棚
は
、

J
一
市
教
的
組
問
接
」
と
は
特
定
の
宗
派
宗
教
を
一
信
仰
し
た
と
き
の
宗
教
的
心
情
と
み
た

の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
教
育
基
本
法
の
宗
教
教
育
に
関
す
る
条
文
か
ら
「
宗
教
的
情
議
」
な
る
言
葉
を
能
っ
た
規
定
を
落
と
し
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
で
い
て
教
育
上
、
掠
教
を
大
切
に
す
る
と
し
て
作
っ
た
『
学
期
間
指
導
要
領
(
社
会
科
綴
ー
と
吋
学
習
指
導
要
領
〈
社
会
科
編

H
M
〉
恥
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
単
な
る
諜
教
に
寵
す
る
知
識
教
育
で
あ
っ
た
か
、
け
っ
し
て
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
宗
派
宗
教
の

倍
加
問
に
か
か
わ
ら
な
い
か
ぢ
り
、
家
教
の
偉
大
き
を
教
え
、
担
税
近
惑
を
育
む
教
育
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
結
果
、

J
T欝
指
導
要
領
{
校

会
科
編
I
)
』
咋
尚
子
欝
指
導
要
領
〈
社
会
科
編
n
H
)

』
と
さ
き
の
籾
昭
和

O
年
の
寸
宗
教
的
情
嫌
ノ
語
養
一
一
関
ス
ル
留
意
事
項
」
と
の
問
で
、
実

脚
照
的
に
ど
れ
ほ
ど
惹
が
あ
る
か
、
も
う
一
度
比
較
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
こ
に
実
質
的
盤
呉
の
な
い
こ
と
こ
そ
、
現
代
の
公
教
育

に
お
け
る
京
教
教
育
の
あ
り
方
に
関
す
る
重
要
な
手
唆
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
特
定
の
諜
派
宗
教
を
信
加
押
す
る
と
い
う
場
合
、
こ
こ
で
い
う
宗
派
宗
教
が
優
れ
た
も
の
で
あ
る
と
事
実
上
予
想
さ
れ
る
以
上
、

教
育
の
刷
聞
か
ら
み
て
、
宗
教
に
糟
関
係
し
た
審
議
的
心
情
と
い
う
も
の
が
務
培
さ
れ
て
い
る
と
み
る
の
が
ふ
つ
う
で
、
こ
の
点
か
ら
も
、

「
宗
教
的
情
操
L

を
宗
、
派
宗
教
へ
の
僧
仰
心
と
限
定
す
る
理
由
は
弱
い
。
そ
し
て
、
宗
派
宗
教
へ
の
議
持
、
む
を
啓
堵
す
る
た
め
の
宗
一
派
宗

教
に
よ
る
宗
教
教
育
も
、
必
ず
し
も
榔
期
待
す
る
と
お
り
に
信
仰
に
ま
で
導
き
え
な
い
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
ま
っ
た
く
意
味

が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
情
仰
に
い
た
ら
な
い
場
合
で
も
、
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
は
、

そ
の
宗
派
宗
教
お
よ
び
宗
教
一
般
へ
野

霊
的
理
解
、
野
意
的
態
度
を
形
成
す
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
楼
部
に
ま
で
は
い
た
ら
な
い
議
果
も
、
そ
れ
が
祭
教
的
心
情



に
と
っ
て
よ
い
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
「
宗
教
的
情
操
」
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

以
上
の
こ
と
か
ら
ま
ず
い
え
る
こ
と
は
、
「
宗
教
的
情
操
」
な
る
も
の
は
侍
も
宗
涼
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
に
よ
る
も
の
の
み
に
限
定

ず
る
必
要
は
な
く
、
宗
派
宗
教
に
よ
ら
な
い
宗
教
教
育
に
よ
る
も
の
も
含
め
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
方
法
上
の
謹
異
に

よ
る
効
果
の
点
で
の
優
劣
、
そ
し
て
そ
の
た
め
の
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
一
綾
的
に
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
」
一
本
駅

的
措
情
操
L

と
は
、
特
定
の
宗
派
宗
教
の
信
何
心
に
限
定
す
る
、
必
要
は
な
く
、
言
葉
の
使
い
方
と
し
て
は
、
昭
和

。
年
の
」
一
小
教
的
情

操
ノ
語
養
ニ
関
ス
ル
官
意
事
項
」
の
よ
う
な
使
い
方
で
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
の

J
示
教
的
組
問
操
」
の
意
味
は
明
示
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
依
然
と
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
と
も
い
え
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
っ
き
り
い
っ
て
お
か
令
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ぞ
れ

は
教
育
の
邸
側
か
ら
出
た
概
念
で
あ
っ
て
、

し
た
が
っ
て
、
既
成
の
宗
派
京
教
が
通
常
機
大
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

こ
と
を
当
然
の
こ
と
と
し
な
が
ら
、
原
理
的
に
は
既
存
の
宗
派
宗
教
の
側
か
ら
解
す
る
必
饗
は
な
く
、

で
あ
る
必
饗
も
な

い
の
で
あ
る
。

な
お
、
政
教
分
離
の
諜
離
の
も
と
で
次
の
こ
と
も
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

J
一
小
教
的
構
操
L

の
謡

蓑
を
、
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
に
よ
っ
て
行
う
と
い
う
と
き
、

ぞ
れ
は
あ
く
ま
で
も
教
育
の
罰
的
の
た
め
に
有
う
の
だ
か
ら
、

7こ

と
え
ば
昭
和
一
一

O
年
の
制
令
八
号
に
み
る
ご
と
く
、

'L' 
身

ル
様
留
意
ス
ベ
シ
」
な
ど
の

般
的
な
注

致事院分調整と察署宣教育

撃
を
教
育
の
鱒
か

ts 

ど
の
訴
派
京
教
に
よ
る
宗
教
教
育
が
」
邪
教
的
構
操
」
の
語
養
の
教
育

V
M
L
M
 

に
か
な
う
も
の
で
あ
る
か
と
い

に
つ
い
て
は
、
教
育
の
側
に
権
能
は
な
い
。
そ
れ
は
、
政
教
分
離
の
顕
踏
の
も
と
、
宗
派
宗
教

独
自
の
創
刊
断
と
質
経
に
お
い

の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
教
育
の
側
か
ら
み
て
よ
邪
教
的
情
操
L

の
認
養
の
教
育
に
絡
げ
る
宗
)
探

れ
る
こ
と
が
予
畑
糊
さ
れ
る
が
、
政
教
分
離
の
原
則
の
も
と
守
は
い
た
し
か
た
な
い
の
で
あ
る
。
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品
取
後
に
、

に
興
ず
る
知
識
教
育
と
し
て
の
宗
教
教
育
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
育
上
、
宗
教
を
大
切



138 

に
す
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
考
え
る
な
ら
ば
、

こ
れ
も
単
に
、
知
識
の
た
め
の
知
識
と
し
て

は
議
味
は
不
十
分
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
知
識
と
い
う
も
の
は
、
単
に
知
識
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
所
持
す
る
人
間
の

2宗教法第4努(1986.1) 

そ
の
知
識
に
か
か
わ
る
技
能
や
態
震
と
結
び
つ
い
て
存
在
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
、
現
代
の
教
育
学
の
共
通
理
解
で
あ
る
。
や
は
り
、

ら
な
い
。
そ
し
て
、

知
識
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
教
の
偉
大
さ
を
認
識
さ
せ
、
宗
教
へ
の
関
心
、
親
近
感
を
培
う
よ
う
に
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

お
い
て
宗
教
を
大
切
に
す
る
た
め
に
必
要
な
、
個
人
お
よ
び
社
会
の
あ
り
方
、
す
な
わ
ち
、
韓
人

の
養
成
は
必
須
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る

お
よ
び
校
舎
に
翻
せ
ら
れ
て
い
る
京
教
に
対
す
る

A
A
教
育
と
し
て
教
育
の
関
か
ら

知
識
教
育
は
、
私
立
学
校
に
お
い
て
宗
派
宗
教
が
京
派
宗
教
に
よ

~線ヰヨド1 :樹氏宗教

による家事宣教育

3陸線在内:宗派宗教

によらない宗教教脊

実線太線:信仰を記事

培する宗教教育

(i主)毘習:宗教に好意的な矧織教管としての宗教教育

医書:r宗教的情線Ja:ii説書書する宗教教育

ただし弱者の竣界lまあいまいで相互に影響しあう

要
請
さ
れ
て
は
い
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
そ
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
図
示
し
て
お
く
、
次
の
よ
う
に
な
ろ

つ。

宗
教
教
育
の
実
裁
に
み
る
若
干
の
問
題
の
考
察

こ
こ
で
以
上
の
総
括
も
か
ね
て
、

お
け
る
ゆ
邪
教
教
育
の
実
践
に
関
し

て
、
と
く
に
宗
派
宗
教
と
の
か
か
わ
り
で
い
く
つ
か
の
問
題
そ
検
討
し
て
お
こ
う
。

も
は
や
い
う
ま
で
も
な
く
、
特
定
の
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
の
は
、
公
立
学
校
に
お
い
て
で
あ
り
、

そ
し
て
公
立
学
校
で
宗
援
宗
教
に

よ
る
宗
教
教
育
を
行
わ
な
い
の
は
、
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
に
教
育
的
価
値



が
な
い
と
し
た
か
ら
で
な
く
、

ゆ
」
、

』

む
し

宗
派
宗
教
の
偉
大
性
に
鑑
み
、
宗
派
宗
教
の
宗
教
教
育
む
教
育
的
価
値
は

総
体
的
に
は
認
め
な
が
ら
も
複
数

に
対
し

あ
る
こ
と
が
接
請
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
宗
派
宗
教

に
よ
る
宗
教
教
育
を
好
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

懇
で
滞
ベ
た
ご
と
く
、

教
育
の

政
治
的
中
立
性
と
く
ら
べ
、

よ
り
消
極
的
な
中
立
性
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
立
学
校
に
あ
っ
て
、
と
く

徒
の
自
主
的
な
教
育
活
動
に
お
い
て
宗
派
宗
教
に
か
か
わ
る
も
の
が
あ
っ
て
も
、
学
校
の
正
規
に
実
擁
す
る
教
育
活
動
に
支
障
が
な
け

れ
ば
禁
止
す
る
理
由
は
な
い
。
奨
励
こ
そ
す
れ
禁
止
す
る
理
由
は
な
い
。
た
だ
し
、

そ
の
自
主
的
な
宗
派
宗
教
に
か
か
わ
る
活
動
が
学

校
内
ト
ラ
ブ
ル
を
お
こ
し
、
ま
た
は
学
校
の
正
規
の
教
育
活
動
に
支
賠
揮
を
き
た
す
と
き
は
、
当
然
、
学
校
欝
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
。

な
お
、

に
よ
る
宗
教
教
育
を
行
う
こ
と
を
教
脊
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
る
私
立
学
校
に
あ
っ
て
は
、
学
校
が
正

規
に
実
施
す

か
か
わ
っ
て
、

に
よ
る
宗
教
教
育
を
実
摘
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

に
反
す
る
散
の
宗
派
宗
教
に
か
か
わ

学
校
側
は
必
要
に
応
じ
て
禁
止
の
措
麓
を
と
り
う
る
。

宗
派
宗
教
に
か
か
わ
る
教
育
の
問
題
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
間
離
も
あ
る
。

に
お
い
て
、

特
定
の
宗
派
宗
教
の
告
停
か
ら
、

そ
の
信
抑
に
反
す
る
と
い
う
理
由
で
学
校
側
が
実
施
す
る
特
定
の
教
育
活
動
に
対
し
こ

う
る
か
と
い
う
問
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
特
定
の
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
を
教
育
の
呂
的
の
一
つ
と
し
て
標
梼
す
る
私
立
学
校
に

政教分自Eと2員教教事著

お
い
て
も
、
京
理
的
に
は
超
こ
り
う
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
諒
解

し
て
山
利
用
関
係
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ほ
ど
ひ
ん
ぱ
ん
に
起
こ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
、
公
立
学
校
に
あ

つ
て
は
、
よ
り
多
機
に
京
派
宗
教
そ
借
仰
す
る
児
輩
、
生
穫
が
利
用
関
係
に
入
り
、
学
校
僻
慨
も
、

よ
り
強
く
宗
教
的
中
立
性
が
強
要
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の

ら
、
学
校
の
実
路
ず
る
教
育
活
動
の
一
部
を
拒
否
す
る
場
合
が
よ
り
多
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く
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

の
理
由
か
ら
、

剣
道
の
格
関
授
の
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練
習
を
拒
苔
し
た
り
¥
日
曜
日
に
礼
持
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
日
曜
日
の
父
親
参
観
巨
の
出
席
を
強
一
合
す
る
等
、
こ
れ
ら
の
問
題
は

受宗教法第4号(1986.1) 

爽
際
に
起
き
て
い
る
問
題
で
あ
る
。

す
で
に
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
ご
と
く
、
法
は
、
宗
派
宗
教
の
教
離
に
立
ち
入
る
こ
と
は
し
な
い
。
そ
こ
に
政
教
分
離
の
も
と
に
お

け
る
法
と
京
教
の
関
係
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
特
定
の
諜
派
宗
教
の
信
州
仰
に
基
づ
い
て
柔
議
、
剣
道
等
が
格
欝
技
に
入
り
、
こ
れ
ら
の

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
を
受
砂
る
こ

に
反
す
る
も
と
い
う
解
釈
が
、
倍
仰
を
も
っ
児
童
、
生
徒
お
よ
び
そ
の
親
か
ら
提
越
さ
れ
て
も
、

そ
の
よ
う
な
宗
教
上
の
価
鐘
お
よ
び
解
釈
の
是
非
に
直
接
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
特
定
の
宗
派

額
の
見
解
に
よ
っ
て
、
直
接
に
拒
否
権
が
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
に
安
易
に
拒
否
権
を
認
め
れ

語
、
「
市
民
法
L

の
秩
序
は
い
と
も
た
や
す
く
そ
の
す
べ
て
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
、
学
校
慌
が
、
特
定
の
宗
派

宗
教
を
支
援
し
た
り
、

ま
た
は
抑
配
す
る
意
留
が
な
く
、
宗
教
的
中
立
性
を
維
持
し
て
教
育
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う
機
稽
を
も
っ
て

行
っ
て
い
る
こ
と
が
「
市
民
法
L

と
し
て
の
外
観
か
ら
開
明
ら
か
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
宗
派
宗
教
の
織
が
、

と
く
に
明
確
な
反
粧
を
示
さ

な
い
か
ぎ
り
、
学
校
側
の
意
思
が
罷
先
犬
、
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
呂
曜
日
の
礼
拝
の
た
め
、

自
曜
日
の
父
親
参
議
巨
に
出
席
す
る

こ
と
を
拒
否
す
る
場
合
で
も
、

日
曜
日
に
父
親
参
観
日
を
お
く
こ
と
に
そ
の
宗
派
宗
教
を
鰐
正
す
る
意
図
が
な
く
、
外
見
上
、
日
穣
門
口

に
父
親
参
観
日
を
お
く
こ
と

い
理
由
が
比
較
考
量
し
て
大
き
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
と
り
行
っ
て
き
し
っ
か
え
な
い
の
で
あ

ヲ

hv

。し
か
し
な
が
ら
、
こ
と
は
告
鍔
上
の
問
舗
で
あ
る
か
ら
、
実
際
鞘
で
は
、
十
分
に
蹴
慮
を
し
て
対
処
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
日
灘

日
の
礼
拝
の
場
合
、

そ
れ
ぞ
理
由
に
日
曜
日
の
父
親
参
観
日
に
や
む
を
え
ず
休
ん
だ
場
合
、
損
慌
の
教
師
は
、
事
実
上
そ
れ
を
単
な
る

ず
る
休
み
と
は
み
な
さ
ず
、
働
日
、
当
該
見
立
殿
、
生
徒
の
父
霧
参
観
日
を
設
け
、

で
き
る
か
ぎ
り
の
救
済
を
留
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ

と
は
お
お
い
に
捻
奨
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。



公
教
育
と
し
て
の
宗
教
教
育
に
は
、
習
俗
化
し
た
行
事
を
教
育
活
動
の
中
で

け
る
べ
さ
か
と
い
う
問
蹴
も
あ
る
。
た
と

え
ば
、
審
怒
と
往
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
を
公
立
学
校
で
行
っ
て
よ
い
か
と
い
う
鍔
懇
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
学
校
側
に
あ
っ
て
、
キ
ワ

ス
ト
教
を
支
援
す
る
特
溺
の
意
図
が
な
い
か
ぎ
り
、
教
育
の
京
教
的
中
立
幾
多
}
鰻
?
も
の
と
考
え
る
必
簡
潔
は
な
い
。

ま
た
、
種
々
の
教
育
活
動
で
、
神
社
、
仏
閣
、
教
会
等
、
要
す
る

せ
る
開
離
が
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
学
校

慨
に
特
定
の
宗
派
宗
教
の
出
償
却
を
強
鑑
賞
ナ
る
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
ま
さ
に

で
あ
る
か
ら
許
さ
れ
る
。
現
在
の
法
制
上
、

節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
護
国
神
社
等
が
、

の
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
が
、
議
同
部
神
社
等
も
宗
教
法
人
法
上
の
宗
教
法
人
と
み

な
し
て
い
る
以
上
、

い
と
い
う
の
は
、
法
的
に
公
正
さ
が
欠
け
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
ら
護
国
神
社
等
は

戦
没
者
を
紐
る
神
社
で
あ
り
、
戦
争
と
の
か
か
わ
り
が
問
閣
と
な
る
が
、
し
か
し
学
校
興
が
、
離
冨
へ
の
復
讐
等
、
平
和
主
義
に
惇
る

縁
関
が
込
め
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
当
然
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
平
和
を
祈
念
し
戦
争
へ
の
一
反
省
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
神
社
を
「
参
観
」
し
で
も
さ
し
っ
か
え
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、

さ
き
に
み
た
昭
和
二
四
年
の
「
社

会
科
そ
の
他
、
拐
等
お
よ
び
市
平
等
教
育
に
お
け
る
宗
教
の
取
扱
に
つ
い
て
」
な
る
通
達
の
指
導
は
、
占
領
下
の
特
殊
事
情
に
基
づ
い
た

も
の
で
あ
り
、
検
討
を
要
す
る
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
私
立
学
校
に
お
け
る
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
で
、
そ
の
児
童
、
生
徒
に
学
校
繍
は
一
帰
国
mm
そ
強
要
し
う
る
か
と
い
う
問
題

政教分離と宗教教育

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
卒
業
の
要
件
と
し
て
謡
館
を
強
要
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
宗
派
宗
教
と
の
か
か
わ
り
で
、
私
本
学
校
受

公
教
育
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
霊
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
で
も
あ
る
が
、

一
般
的
に
は
、
公
教
育
の
や
と
し
て
は
、

な
い
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
現
在
の
日
本
の
法
制
で
は
、

節
で
み
た
ご
と
く
、

よ
っ
て
私
立
学
校
に
お
い
て
宗
派
禁
教
に
よ
る
宗
教
教
育
そ
認
め
る
際
、

セ
ザ
ル
方
法
ニ
依
ル
ペ

と
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な
っ
て
お
り
、
児
叢
、
生
能
は
学
校
韻
が
実
擁
す
る
議
派
宗
教
に

に
学
校
内
に
お
い
て
義
務
づ
け
ら
れ
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る
こ
と
は
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
信
仰
の
自
由
は
依
然
と
維
持
し
た
ま
ま
そ
の
教
育
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

宗教法第 4号(1986.1) 

結

圭五
口口

「
人
格
の
完
成
」
を
め
ざ
す
教
育
に
お
い
て
宗
教
教
育
は
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
宗
派
宗
教
と
の
か
か
わ
り

で、

ω宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
、

ω宗
派
宗
教
に
よ
ら
な
い
宗
教
教
育
の
二
つ
に
区
別
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
両
者
は
、
本
来
は

教
育
の
側
か
ら
そ
の
教
育
的
意
味
に
お
い
て
認
め
る
も
の
だ
か
ら
、
た
と
え
ば
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
の
場
合
、
昭
和
二

O
年
一

O
月

一
五
日
の
訓
令
八
号
の
ご
と
き
、
生
徒
に
信
教
の
自
由
を
な
お
確
保
せ
し
め
、
そ
し
て
「
生
徒
ノ
心
身
ニ
著
シ
キ
負
担
ヲ
課
セ
ザ
ル
様

留
意
ス
ベ
シ
」
な
ど
の
注
意
は
教
育
の
側
か
ら
行
い
う
る
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
全
体
と
し
て
は
教
育
的
意
味
に
お
い

て
お
さ
え
ら
れ
る
宗
教
教
育
も
、
制
度
上
は
、
政
教
分
離
の
原
則
の
も
と
、
宗
教
の
側
と
教
育
の
側
の
双
方
か
ら
別
個
に
持
ち
来
ら
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
は
重
な
り
あ
わ
な
い
部
分
が
あ
り
う
る
と
予
想
さ
れ
る
。

公
立
学
校
で
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
は
行
え
な
い
が
、
こ
れ
は
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
が
、
教
育
上
、
価
値
が
な
い

と
い
う
こ
と
か
ら
で
は
な
く
、
政
教
分
離
の
原
則
に
よ
っ
て
、
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
が
行
え
な
い
と
い
う
制
度
的
理
由
に
基
づ

く
に
す
ぎ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、

た
と
え
ば
、
公
立
学
校
に
あ
っ
て
は
生
徒
は
学
校
の
教
育
の
一
般
目
的
を
阻
害
し
な
い
か
ぎ
り
自
主

的
に
宗
派
宗
教
に
関
す
る
活
動
は
許
容
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

政
教
分
離
の
原
則
の
も
と
、
公
立
学
校
に
お
い
て
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
が
行
え
な
い
と
い
う
制
度
的
制
約
は
、
単
純
に

い
え
ば
、
公
立
学
校
の
教
育
で
あ
る
べ
き
教
育
に
お
い
て
、
宗
派
宗
教
の
偉
大
な
部
分
を
除
い
て
教
育
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
や
す

い
か
ら
、

そ
の
た
め
に
既
成
の
宗
派
宗
教
が
偉
大
で
あ
れ
ば
偉
大
で
あ
る
ほ
ど
、

そ
の
こ
と
が
か
え
っ
て
教
育
に
と
っ
て
わ
ざ
わ
い
に



な
る
と
い
う
不
幸
な
危
検
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

題

そ
れ
ゆ
え
、
政
教
分
離
の
考
え
方
に
は
き
わ
め
て
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
り
、
政
教
分
離
の
誤
っ
た
観
念
、

お
よ
び
そ
の
議
用

は
「
人
轄
の
完
成
」
を
め
ざ
す
教
育
基
本
法
の
教
育
に
あ
っ
て
、

き
わ
め
て
大
き
な
障
害
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
技
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

五

こ
れ
と
か
か
わ
っ

墳
の
規
定
は
、
憲
法
一
一

O
条
の
政
教
分
離
の
規
定
の
も
と
、
宗
教
を
大
関

に
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
、
懇
人
お
よ
び
社
会
に

ら

れ

い
う
よ
う
な
も
の
が
}
規
定
し
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
こ
の
規
定
は
憲
法
二

O
条
の
政
教
分
離
と
か
か
わ
っ

い
う
こ
と
に
な
る
。

付

記〕

日
本
に
お
り
る
、

一
つ
の
宗
派
宗
教
の
信
仰
が
必
ず
し
も
た
だ
ち
に
他
の
宗
派
宗
教
の
否
認
、
排
除
の
意
味
を
な
さ
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
宗
教
風
土

に
つ
い
て
、
宗
教
に
対
す
る
本
系
議
段
会
令
慾
味
す
る
も
の
と
鱒
尚
早
に
解
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
津
市
地
鎮
祭
最
高
裁
判
官

決
に
み
る
宗
教
の
殺
嫁
」
〈
本
晶
子
会
総
ぷ
邪
教
法
恥

開閉釦相ムパ

O
お
と
そ
品
妙
黙
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
論
に
関
連
し
て
い
る
教
育
基
本
法
の
宗
教
教
符
に
関
す
る
規
定
と
吋
尚
子
湾
指
導
閣
官
鎖
(
社
会
制
抑
制
糊

I
ご
吋
学
縦
断
指
導
羨
領
{
社
会
科
綴
n
u
ご
と
の
関

政教分緩と宗教教育

係
に
つ
い
て
は
、
裁
論
「
教
育
基
本
法
第
九
条
第

項
の
条
文
に
つ
い
て
」
〈
明
皇
大
学
お
領
教
務
史
研
究
セ
ン
タ
i
吋
占
領
教
育
史
研
究
恥

昭
和
ム
ハ

O
年〉

を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

宗
教
教
育
に
つ
い
て
、
出
宗
派
宗
教
に
よ
る
宗
教
教
育
、
州
出
「
宗
教
的
障
問
操
」
を
福
養
す
る
宗
教
教
育
、
出
宗
教
に
関
す
る
知
識
教
育
と
し
て
の
宗
教
教

制
問
の
際
分
に
開
摘
す
る
分
析
と
し
て
は
、
小
山

ザ
楽
コ
宗
教
教
育
』
と
♂
京
教
科
教
育
』
に
つ
い
て
し
〈
務
沢
大
学
宗
教
学
研
究
会
『
宗
教
学
論
集
』

号
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昭
和
六

O
年
〉
そ
参
照
さ
れ
る
と
よ
い
。
ま
た
、
本
論
に
は
笈
緩
参
考
に
は
刊
に
き
な
か
っ
た
が
、
広
く
宗
教
教
育
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
日
本
祭
教
学
会
・



144 

宗
教
と
教
育
に
演
す
る
委
員
会
『
宗
教
教
管
の
理
論
と
実
際
』
〈
す
ず
き
出
版
、
昭
和
六
む
年
〉
は
、
重
要
な
文
献
で
あ
る
。

宗教法第4号(1986.1) 




